
・就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）
１　平成２１年度上半期の主な活動について

· 平成２１年度上半期は三好町内の障害者就労を知り、就労支援体制を作っていくための知識を学ぶとともに関係機関との連携を模索した。

· 主な活動内容―月1回の会議と養護学校進路指導担当教諭による養護学校の現状の話と意見交換（５月）、養護学校高等部在籍者の保護者との意見交換（６月）、就労移行支援事業者「株式会社ジョウブウェル」「ハローワーク豊田」への訪問、意見交換（７，９月）を行った。
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２　養護学校とその保護者との情報交換（５，６月）
１）経緯と目的

４月の定例部会において昨年度の活動を踏まえ就労支援部会で対象とする人を下記の４つに分けられると整理した。また、三好町で就労支援体制を作るうえでまず三好町の障害者就労の現状とニーズを知る必要があるということになった。
①　就労を希望している人

②　施設にいる人

③　養護学校を卒業する人

④　すでに就労している人

養護学校は毎年卒業生がいるので就労に対するニーズが聞きやすいこと、また、今後連携した支援を模索していきたいと考えているが学校内での取り組みなどが就労部会部員もわからないことが多いことから③「養護学校を卒業する人」に、まず焦点を当てることとし、養護学校進路指導担当教諭や養護学校に通っている生徒の保護者との情報交換の場をそれぞれ別けて設けた。
２）方法
事前に準備会で質問事項をまとめ、学校・親の会にお知らせし、回答をいただいた後に意見交換会を行った。
主な質問内容は下記のとおり。
1 養護学校への主な質問

・就労に向けての各学年での具体的な考え方、取り組みと進路指導を始める時期（学年、学期など）について教えてください。

・他機関との連携の現状と希望について教えてください。（企業の求人情報の入手方法、どのくらいの企業と関係を持っているかなど）

・一般就労を目指している生徒に進路指導をしていく上での問題点と課題について教えてください。　　　など
2 保護者への主な質問

・企業に就職したいと本人が望んだ時、不安に感じることは何ですか？

・福祉的就労（作業所）を利用する際、不安に感じることは何ですか？

・日中一時支援（ディサービス）を利用する際、不安に感じることは何ですか？

・不安を解消するためにどのような仕組みが（支援）が必要だと思いますか？　　　など

３）情報交換で分かったことや意見
～養護学校～（５月）
・校内実習からはじめ、卒業後の進路に向けた産業現場実習にいたる各学年の実習目的やその内容がわかった。

・他機関との連携はハローワーク、豊田就労・生活支援センターと行ったが件数はわずかである。

・不景気ということもあり実習、就職先の確保も難しい。過去の実績のある企業に依頼したりしている。また、校内での作業実習種目の確保も難しい。
～保護者～（６月）
・第３者的に動くジョブコーチが欲しい。
・本人に合った施設、仕事を選べられると良い。

・卒業後の行き先の選択肢がない。

・困った時など相談できる第３者的な機関が欲しい。

～養護学校、保護者との意見交換からの振り返り～

卒業後の受け皿に対する要望が大きく感じられた。この問題については自立支援協議会運営協議会にあげた。また、学校、保護者を含めた個別支援会議も開いていきたいとの意見が出た。
３　「ジョブウェルへ訪問」（７月）

１）目的

実際に就労支援の実績を上げている尾張旭市にある株式会社ジョブウェルを訪問することで三好町の就労支援のシステムを考えていく参考にする。
２）訪問内容

作業現場を見学し、説明を受けた後、意見交換を行った。

＊ジョブウェルは

・社会福祉法人ではない株式会社で就労支援を行っている。

・定員20名、利用者28名。1年8ヶ月で8名の就職者、離職0名。

・施設内訓練→施設外訓練→就労という支援の流れができている。

・制度、求人情報などの情報を広く集め作業所内の壁に貼り誰でも見られるようにしている。このことで情報を与えられるのではなく、自分で得る力をつけることができる。また、伝達事項をメモするように伝えたりと自己の力をつけるような取り組みをしている。

・ハローワークからも頼りにされておりお互いに情報交換をしている。

３）訪問を終えての振り返り
・地域の就労支援のプロであるハローワークを中心とした「障害者就労支援システム」を構築する必要がある。

　・ハローワークと「障害者の就労について」話し合う時間が必要。

　・ハローワークとの連携は不可欠。

　・多くの機関が連携していくにはひとつのケースを皆で考えてみると良い。

　・三好町内の各事業所が機能を特化していく。

　・地域に就労したいと思う人がどのくらいいるか把握する必要がある。

４「ハローワーク豊田へ訪問」（９月）

１）経緯と目的

ジョブウェル訪問後、感想を各自まとめて提出し、それを基に部会で振り返りの機会を持った。その際に就労支援を行うにあたりハローワークとの連携が重要との共通認識を持つ。しかし、ハローワークの業務内容がどのようなものかなどハローワークについての知識が部員に少ないことが分かったため、ハローワークへ情報交換をする機会の依頼を行い、部員で訪問した。
２）方法

事前に専門援助部門統括職業指導官高須氏と打ち合わせを行い、下記の内容の話をして欲しい旨伝えた。

・ハローワークの事業内容について。

・ハローワークの現状について。

・管内の障害者の求職、求人状況について。

・他機関との連携について。

・三好町の機関（自立支援協議会など）との連携について。

３）訪問内容
　・管内の障害者の求職状況は古いものも含まれてしまうため若干現状と異なるが7月時点で694人。人口比率で考えると三好町はその1割であるので70人ほどの障害者が求職していると思われる。また、他機関との連携では就労・生活支援センター、愛知県障害者職業センターなどと行っているとのこと。特に豊田就労・生活支援センターとは蜜に連携をとっているとのこと。

　・三好町との連携については就労・生活支援センターのような核となる場所、人があると良い。（三好町在住の障害者が求職で支援がいるときに相談し動ける機関が現在はない。）

４）訪問後の振り返り
　・就労移行支援事業所の職員がハローワークにこまめに顔を出すようにし、関係を作り情報交換などをしていく。

・こちらから何か提案できないか模索していく。（身だしなみ講座などの企画、面接同行・定着支援・生活支援などハローワークと共同した就労支援など）

５　現時点で考える三好町の就労支援体制（案）

今年度上半期までの活動から現時点での就労支援部会準備会で考える三好町の理想の就労支援体制（案）を以下の図に示す。











町内の3事業所の事業内容を特化していきつつ連携を図っていく。その連携の中心には就労移行支援に特化した事業所を置き自由に動ける人材を確保する。また、その事業所はハローワーク、企業との窓口にもなり各機関との調整や支援に動く。

６　下半期活動予定
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三好町自立支援協議会（就労支援部会の一部）
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